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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第３区分
【発行日】平成30年9月20日(2018.9.20)

【公開番号】特開2017-41764(P2017-41764A)
【公開日】平成29年2月23日(2017.2.23)
【年通号数】公開・登録公報2017-008
【出願番号】特願2015-162363(P2015-162363)
【国際特許分類】
   Ｈ０４Ｎ   5/232    (2006.01)
   Ｇ０６Ｔ   5/00     (2006.01)
   Ｈ０４Ｎ   1/409    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０４Ｎ    5/232    　　　Ｚ
   Ｇ０６Ｔ    5/00     ７１０　
   Ｈ０４Ｎ    1/40     １０１Ｄ

【手続補正書】
【提出日】平成30年8月9日(2018.8.9)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　撮影画像の撮影条件を取得する取得手段と、
　前記撮影条件に対応する光学伝達関数を用いて画像回復フィルタを生成する生成手段と
、
　前記撮影画像に対して、前記画像回復フィルタを用いて前記撮影画像を補正する処理を
行う処理手段と、を有し、
　前記処理手段は、前記撮影画像のノイズ特性に関する情報に基づいて、前記画像回復フ
ィルタの最大ゲインを変更することを特徴とする画像処理装置。
【請求項２】
　前記生成手段は、前記ノイズ特性に関する情報に基づく前記最大ゲインが所定値を超え
ないように、前記画像回復フィルタを生成することを特徴とする請求項１に記載の画像処
理装置。 
【請求項３】
　Ｍ（ｕ,ｖ）を前記画像回復フィルタの周波数ごとのゲイン、｜Ｈ（ｕ,ｖ）｜を前記光
学伝達関数の周波数ごとの絶対値、および、Ｆ（α）を前記最大ゲインを規定する関数を
すると、前記画像回復フィルタのゲイン特性が、

で示されることを特徴とする請求項２に記載の画像処理装置。
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【請求項４】
　前記生成手段は、前記ノイズ特性に関する情報に基づく特定の周波数の前記最大ゲイン
が所定値を超えないように、前記画像回復フィルタを生成することを特徴とする請求項１
に記載の画像処理装置。
【請求項５】
　Ｍ（ｕ,ｖ）を前記画像回復フィルタの周波数ごとのゲイン、｜Ｈ（ｕ,ｖ｜を前記光学
伝達関数の周波数ごとの絶対値、Ｆ（Ｇｍａｘ）を前記最大ゲインの関数、および、Ｇ（
ｕ,ｖ）を周波数ごとの重み付けを示す関数とすると、前記画像回復フィルタのゲイン特
性が、

で示されることを特徴とする請求項４に記載の画像処理装置。
【請求項６】
　撮影画像の撮影条件を取得する取得手段と、
　前記撮影条件に対応する光学伝達関数を用いて画像回復フィルタを生成する生成手段と
、
　前記撮影画像に対して、前記画像回復フィルタを用いて前記撮影画像を補正する処理を
行う処理手段と、を有し、
　前記処理手段は、前記撮影画像のノイズ特性に関する情報に基づいて、前記撮影画像と
前記画像回復フィルタを用いて補正された画像とを所定の割合で足し合わせることを特徴
とする画像処理装置。
【請求項７】
　前記処理手段は、前記画像回復フィルタに対応する特定の周波数のゲインを取得し、前
記ノイズ特性に関する情報、および前記ゲインに基づいて、前記撮影画像と前記画像回復
フィルタを用いて補正された画像とを前記所定の割合で足し合わせることを特徴とする請
求項６に記載の画像処理装置。
【請求項８】
　前記処理手段は、前記ゲインが、前記ノイズ特性に関する情報に基づいて定められた値
よりも小さい場合には、前記撮影画像と前記画像回復フィルタを用いて補正された画像と
を足し合わせないことを特徴とする請求項７に記載の画像処理装置。
【請求項９】
　前記ノイズ特性に関する情報は、ＩＳＯ感度であることを特徴とする請求項１から８の
いずれか１項に記載の画像処理装置。
【請求項１０】
　前記ノイズ特性に関する情報は、前記撮影画像のオプティカルブラック領域の画像に基
づいて算出されたノイズ成分であることを特徴とする請求項１から８のいずれか１項に記
載の画像処理装置。
【請求項１１】
　請求項１から１０のいずれか１項に記載の画像処理装置と、
　前記撮影画像を生成する撮像素子と、を有することを特徴とする撮像装置。
【請求項１２】
　コンピュータに請求項１から１０のいずれか１項に記載の画像処理装置の各手段として
機能させるためのプログラム。
【請求項１３】
　請求項１２に記載のプログラムを記録したコンピュータが読み取り可能な記録媒体。
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【請求項１４】
　撮影画像の撮影条件を取得するステップと、
　前記撮影条件に対応する光学伝達関数を用いて画像回復フィルタを生成するステップと
、
　前記撮影画像に対して、前記画像回復フィルタを用いて前記撮影画像を補正する処理を
行うステップと、を有し、
　前記撮影画像を補正する処理において、前記撮影画像のノイズ特性に関する情報に基づ
いて、前記画像回復フィルタの最大ゲインを変更することを特徴とする画像処理方法。
【請求項１５】
　撮影画像の撮影条件を取得するステップと、
　前記撮影条件に対応する光学伝達関数を用いて画像回復フィルタを生成するステップと
、
　前記撮影画像に対して、前記画像回復フィルタを用いて前記撮影画像を補正する処理を
行うステップと、を有し、
　前記撮影画像を補正する処理において、前記撮影画像のノイズ特性に関する情報に基づ
いて、前記撮影画像と前記画像回復フィルタを用いて補正された画像とを所定の割合で足
し合わせることを特徴とする画像処理方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　本発明の一側面としての画像処理装置は、撮影画像の撮影条件を取得する取得手段と、
前記撮影条件に対応する光学伝達関数を用いて画像回復フィルタを生成する生成手段と、
前記撮影画像に対して、前記画像回復フィルタを用いて前記撮影画像を補正する処理を行
う処理手段と、を有し、前記処理手段は、前記撮影画像のノイズ特性に関する情報に基づ
いて、前記画像回復フィルタの最大ゲインを変更することを特徴とする。
　また、本発明の他の側面としての画像処理装置は、撮影画像の撮影条件を取得する取得
手段と、前記撮影条件に対応する光学伝達関数を用いて画像回復フィルタを生成する生成
手段と、前記撮影画像に対して、前記画像回復フィルタを用いて前記撮影画像を補正する
処理を行う処理手段と、を有し、前記処理手段は、前記撮影画像のノイズ特性に関する情
報に基づいて、前記撮影画像と前記画像回復フィルタを用いて補正された画像とを所定の
割合で足し合わせることを特徴とする。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　また、本発明の他の側面としての画像処理方法は、撮影画像の撮影条件を取得するステ
ップと、前記撮影条件に対応する光学伝達関数を用いて画像回復フィルタを生成するステ
ップと、前記撮影画像に対して、前記画像回復フィルタを用いて前記撮影画像を補正する
処理を行うステップと、を有し、前記撮影画像を補正する処理において、前記撮影画像の
ノイズ特性に関する情報に基づいて、前記画像回復フィルタの最大ゲインを変更すること
を特徴とする。
　また、本発明の他の側面としての画像処理方法は、撮影画像の撮影条件を取得するステ
ップと、前記撮影条件に対応する光学伝達関数を用いて画像回復フィルタを生成するステ
ップと、前記撮影画像に対して、前記画像回復フィルタを用いて前記撮影画像を補正する
処理を行うステップと、を有し、前記撮影画像を補正する処理において、前記撮影画像の
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ノイズ特性に関する情報に基づいて、前記撮影画像と前記画像回復フィルタを用いて補正
された画像とを所定の割合で足し合わせることを特徴とする。
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